
立
川
晃
二

一
―
は
じ
め
に

　
ひ
と
く
ち
に
図
書
館
と
い
っ
て
も
、
い
ろ
い

ろ
な
違
い
が
あ
る
。
公
共
図
書
館
と
大
学
図
書

館
と
で
は
、
役
割
も
性
格
も
違
う
し
、
同
じ
公

共
図
書
館
で
も
、
市
町
村
立
の
地
域
図
書
館
と

県
立
図
書
館
と
で
は
、
ま
た
異
な
る
。
神
奈
川

県
に
は
、
横
浜
と
川
崎
に
二
つ
の
県
立
図
書
館

が
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
も
性
格
や
機
能
を
異
に

し
て
い
る
。
以
下
に
、
県
立
川
崎
図
書
館
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
す
る
が
、
こ
れ
は
川
崎
図
書
館

と
し
て
の
公
式
の
見
解
で
は
な
く
、
私
の
個
人

的
な
意
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
お

こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

ニ
ー
図
書
館
の
多
彩
な
一
日

　
午
前
九
時
―
川
崎
図
書
館
の
開
館
時
間
で
あ

る
。
一
階
の
一
般
図
書
室
と
子
ど
も
室
、
三
階

の
科
学
技
術
資
料
室
、
四
階
の
特
許
資
料
室
に

一
人
、
ま
た
一
人
と
利
用
客
が
入
っ
て
来
て
、

図
書
や
雑
誌
、
新
聞
、
特
許
公
報
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
あ
て
の
コ
ー
ナ
ー
に
散
っ
て
行
く
。

図
書
館
の
職
員
は
、
そ
れ
ま
で
に
、
前
の
日
に

乱
れ
た
書
棚
を
整
と
ん
し
た
り
、
け
さ
来
た
新

聞
を
綴
じ
込
ん
だ
り
と
い
っ
た
作
業
を
間
に
合

わ
せ
、
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

　
電
話
が
鳴
る
。
県
内
の
あ
る
市
立
図
書
館
か

ら
だ
っ
た
。
「
利
用
者
か
ら
注
文
の
あ
っ
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
本
の
う
ち
、
自
分
の
所
に

無
い
も
の
が
三
冊
あ
る
の
だ
が
、
川
崎
図
書
館

に
あ
っ
た
ら
、
貸
し
て
も
ら
え
な
い
か
」

　
調
べ
て
み
る
と
、
二
冊
は
貸
出
中
で
、
い
ま

は
一
冊
し
か
な
い
。
と
り
あ
え
ず
一
冊
だ
け
送

り
、
あ
と
は
返
さ
れ
て
き
た
ら
、
と
い
う
こ
と

に
す
る
。
貸
出
の
方
法
は
、
川
崎
図
書
館
の
車

で
横
浜
の
県
立
図
書
館
ま
で
届
け
、
そ
こ
か
ら

は
県
内
の
市
町
立
図
書
館
を
巡
回
す
る
「
協
力

車
」
に
乗
せ
て
配
送
す
る
。

　
利
用
者
か
ら
、
資
料
の
コ
ピ
ー
の
注
文
が
来

始
め
た
。
川
崎
図
書
館
は
、
科
学
技
術
関
係
の

雑
誌
を
多
数
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ま
で
所
蔵
し

て
い
る
し
、
特
許
公
報
類
も
、
全
種
類
を
取
り

揃
え
て
い
る
の
は
県
内
で
た
だ
一
ヵ
所
だ
け
だ

か
ら
、
民
間
・
公
共
の
機
関
や
個
人
か
ら
の
複

写
依
頼
が
多
い
。
注
文
さ
れ
た
コ
ピ
ー
を
取
っ

て
い
る
最
中
に
、
背
後
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
受

信
を
始
め
た
。
県
央
地
区
に
あ
る
企
業
の
資
料

室
の
人
か
ら
、
特
許
公
報
の
コ
ピ
ー
を
注
文
し

て
来
た
も
の
だ
っ
た
。
原
資
料
を
探
し
出
し
、

コ
ピ
ー
を
と
り
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
か
け
て
送

り
出
す
ま
で
、
早
け
れ
ば
二
〇
分
ぐ
ら
い
。
遠

隔
地
か
ら
で
も
、
居
な
が
ら
に
し
て
必
要
な
文

献
を
入
手
で
き
る
の
だ
か
ら
、
利
用
者
の
人
た

ち
に
は
好
評
だ
（
図
―
１
、
２
）
（
注
１
）
。

　
一
六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
借
り
に
来
る
人

も
い
る
。
川
崎
図
書
館
の
場
合
、
事
業
所
向
き

の
労
働
安
全
に
関
す
る
も
の
や
、
働
く
人
の
健

康
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
多
く
、
職
業
訓
練

校
や
工
業
高
校
な
ど
に
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　
二
階
は
事
務
室
に
な
っ
て
い
る
。
図
書
や
雑

誌
を
収
集
し
て
、
目
録
カ
ー
ド
を
作
っ
た
り
、

蔵
書
目
録
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
別
の

図
書
リ
ス
ト
を
編
集
し
た
り
と
い
っ
た
、
地
味

で
は
あ
る
が
、
資
料
の
利
用
上
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

一
―
は
じ
め
に

二
―
図
書
館
の
多
彩
な
一
日

三
―
図
書
館
の
た
め
の
図
書
館

四
―
個
性
あ
る
図
書
館
を
目
ざ
し
て

五
―
情
報
の
加
工
・
提
供
能
力
の
拡
充

六
―
終
わ
り
に
―
情
報
の
値
段

情
報
検
索
に
取
り
組
ん
で
い
る
職
員
も
い
る
。

県
庁
内
の
あ
る
課
か
ら
頼
ま
れ
て
、
国
立
国
会

図
書
館
の
蔵
書
の
中
か
ら
、
生
涯
教
育
に
関
す

る
も
の
を
拾
い
出
す
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
終

わ
る
と
今
度
は
、
横
浜
の
県
立
図
書
館
か
ら
の

依
頼
で
、
あ
る
本
に
つ
い
て
書
誌
デ
ー
タ
を
調

べ
る
（
表
―
１
）
。

　
隣
り
で
は
別
の
職
員
が
、
ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ

て
「
連
絡
車
だ
よ
り
」
を
作
っ
て
い
る
。

　
川
崎
図
書
館
で
は
、
県
立
の
研
究
機
関
や
専

門
教
育
機
関
、
医
療
機
関
な
ど
の
図
書
室
同
士

の
資
料
の
貸
借
、
そ
の
他
連
絡
・
協
力
の
た
め

に
、
定
期
的
に
「
連
絡
車
」
を
巡
回
さ
せ
て
い

る
が
、
「
連
絡
車
だ
よ
り
」
は
、
こ
の
協
力
シ

ス
テ
ム
の
た
め
の
機
関
誌
で
あ
り
、
各
機
関
の

業
務
紹
介
や
、
関
連
す
る
新
聞
記
事
の
一
覧
な

ど
も
載
せ
て
い
る
。

　
毎
月
第
三
金
曜
日
に
は
、
神
奈
川
県
資
料
室

研
究
会
の
各
種
の
会
合
が
開
か
れ
る
。
こ
の
団

体
は
、
神
奈
川
県
内
と
そ
の
周
辺
の
、
企
業
や

公
共
団
体
・
大
学
な
ど
の
図
書
館
・
資
料
室
な

ど
、
約
一
三
〇
機
関
が
集
ま
っ
て
、
担
当
者
の
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④
県
立
川
崎
図
書
館
高
度
情
報
化
社
会
に
む
け
て



図一！　ファクシミリ・サービス利用者住所分布

表― 1　川崎図書館が導入している

　　　　オンライン情報システム

●国立国会図書館和図書データベース

　国立国会図書館が、昭和52年以降に受入れ

　た国内刊行図書に関する情報を集める。

●ＪＯＩＳ

　国内・国外の科学技術関係の論文などに関

　ナる情報（抄録つき）その他

●ＮＥＥＤＳ－ＩＲ

　経済・産業関係の新聞・雑誌記事に関する

　情報（抄録つき）

●ＨＩＮＥＴ

　国内の主な科学技術関係の新聞・雑誌記事

　に関する情報（抄録つき）

(昭和61年２月末現在)

図一２　ファクシミリ・サービス

　　　　送付内容別内訳

表2　神奈川県資料室研究会昭和60年度例会一覧

研
修
や
情
報
交
換
を
行
う
も
の
で
あ
り
。
今
年

創
立
二
五
周
年
を
迎
え
る
。
川
崎
図
書
館
が
事

務
局
を
担
当
ナ
る
と
共
に
、
会
場
を
提
供
し
、

毎
月
、
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
当
日
の
午
前
中
に
は
分
科
会
が
開
か
れ
る
た

め
、
一
〇
時
過
ぎ
ご
ろ
か
ら
熱
心
な
会
員
が
集

ま
り
始
め
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
「
特
許
」
「
オ

ン
ラ
イ
ン
検
索
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

の
分
科
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
～
二
年
の
間
、
活

動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
話
合
い
は
熱
が
こ
も

り
、
し
ば
し
ば
昼
食
も
忘
れ
て
一
時
過
ぎ
ま
で

続
け
ら
れ
る
。

　
二
時
に
な
る
と
、
例
会
が
始
ま
る
。
講
演
会
、

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー
・
デ

イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
展
示
会
、
そ
し
て
時
に
は

見
学
会
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
毎
回
四
〇

～
六
〇
人
ぐ
ら
い
の
参
加
者
が
あ
る
。
今
日
の

テ
ー
マ
は
「
特
許
と
は
な
に
か
」
。
ベ
テ
ラ
ン

に
よ
る
解
説
や
体
験
報
告
、
実
務
に
即
し
た
質

疑
応
答
が
続
く
（
表
―
２
）
。

　
例
会
の
あ
と
は
、
役
員
会
が
詞
か
れ
る
。
図

川
崎
図
書
館
の
、
あ
わ
た
だ
し
い
一
日
が
こ

三
―
図
書
館
の
た
め
の
図
書
館

書
館
が
七
時
に
閉
館
し
た
あ
と
も
。
と
き
に
は

八
時
、
九
時
ま
で
、
会
の
運
営
に
つ
い
て
打
合

せ
が
行
わ
れ
る
。
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う
し
て
過
ぎ
て
行
く
。
図
書
館
の
仕
事
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
描

い
た
の
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
多
種
多
様
な
活
動
の
中
に
も
、
核
と
な
る

考
え
方
は
存
在
し
て
い
る
。
川
崎
図
書
館
の
場

合
、
そ
の
一
つ
は
「
県
立
の
図
書
館
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
科
学
技
術
に
重

点
を
置
く
、
個
性
あ
る
図
書
館
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
戦
後
の
公
共
図
書
館
は
、
「
開
か
れ
た
図
書

館
」
を
目
ざ
し
て
、
多
数
の
分
館
な
ど
を
配
置

し
、
利
用
者
本
位
の
蔵
書
構
成
、
貸
摺
し
の
重

視
に
よ
り
、
目
ざ
ま
し
い
発
展
を
し
て
き
た
。

し
か
し
、
地
域
図
書
館
が
整
備
さ
れ
、
住
民
を

図一３　神奈川県川崎図書館組織図（昭和61年２月末現在）

引
き
つ
け
始
め
る
に
つ
れ
、
需
要
に
比
べ
て
施

設
数
・
予
算
・
資
料
・
職
員
な
ど
が
少
な
す
ぎ

る
こ
と
か
ら
、
書
誌
・
目
録
類
の
作
成
や
、
高

度
な
調
査
相
談
業
務
な
ど
、
一
歩
つ
っ
こ
ん
だ

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
の
困
難
さ
が
痛
感
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
施
設
面
の
制
約
か
ら
、
利
用
度

の
や
や
低
い
資
料
の
長
期
保
存
な
ど
が
不
可
能

で
あ
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
特
色
の
あ
る
蔵
書

構
成
よ
り
も
、
ど
こ
の
図
書
館
も
似
た
よ
う
な

蔵
書
を
持
つ
「
金
太
郎
飴
」
に
な
り
か
ね
な
い

こ
と
が
問
題
に
な
る
。
一
方
、
情
報
量
の
激
増

・
利
用
者
の
関
心
の
多
様
化
に
よ
り
、
図
書
館

は
、
非
常
に
広
範
な
要
求
に
応
え
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
こ
う
し
て
個
々
の

表－３　神奈川県立川崎図書館協力事業の歩み

図
書
館
な
い
し
図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
は
、
も
は

や
市
民
の
要
求
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
は
あ
き

ら
か
に
な
り
、
図
書
館
同
士
、
図
書
館
シ
ス
テ

ム
同
士
の
相
互
協
力
の
必
要
性
と
、
そ
の
中
心

に
な
り
「
図
書
館
の
た
め
の
図
書
館
」
と
し
て

働
く
べ
き
、
県
立
の
図
書
館
の
立
場
が
問
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
神
奈
川
県
の
二
つ
の
県
立
図
書
館
は
、
昭
和

五
十
九
年
度
ま
で
に
、
移
動
図
書
館
な
ど
に
よ

る
館
外
奉
仕
活
動
か
ら
撤
退
し
。
内
部
組
織
を

改
革
し
て
、
「
第
二
線
図
書
館
」
と
し
て
の
体
制

作
り
に
着
手
し
た
。
横
浜
の
県
立
図
書
館
は
、

県
内
公
共
図
書
館
の
協
力
態
勢
の
強
化
を
目
ざ

し
、
そ
し
て
川
崎
図
書
館
は
、
従
来
も
行
っ
て

き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
理
工
学
系
を
中
心
と

し
た
専
門
図
書
館
の
連
携
に
、
い
っ
そ
う
努
力

す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
―
３
）
。

　
専
門
図
書
館
と
い
っ
て
も
、
規
模
や
実
力
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
公
開
・
非
公
開
の
違
い
も

あ
る
。
た
だ
、
一
館
だ
け
孤
立
し
て
い
て
は
、

ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

か
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
点
は
、
基
本
的
に

は
公
共
図
書
館
と
同
様
な
状
態
に
あ
る
と
い
え

る
。

　
ま
た
、
公
立
機
関
の
資
料
室
の
中
か
ら
は
、

従
来
は
部
内
の
み
を
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
し
て

い
た
が
、
今
後
は
広
く
県
民
・
市
民
に
公
開
さ

れ
た
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
脱
皮
を
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　年月日　　　事項

　57・10・15　県立衛生短大・県技術情報センターを対象として、

　　　　　　　連絡車の運行（試行）を開始。

　58・4・1　「神奈川県科学技術文献相互利用実施要領」を定め、

　　　　　　　連絡車の本格的運行を開始。

　58・ 8　　　県立看護教育大学校に対し、連絡車め運行を開始。

　58･10・20　　神奈川県科学技術文献相互利用協議会（第１回）を

　　　　　　　開催。（当館以外で15機関参加）

　59・ 1　　　県立栄養短大に対し、連絡車の運行を開始。

　59・4・1　　組織改正により、産業資料部を、また同部に協力事

　　　　　　　業課を置く。「神奈川県科学技術文献相互利用実施

　　　　　　　要領」を改正。

　59・5・1　　県商工指導センターの、経営情報ネットワーク連絡

　　　　　　　会議に、また情報資料整備専門委員会に、構成員と

　　　　　　　して参加。

　59・6・4　　　県工業試験所の、神奈川県技術情報交流システム化

　　　　　　　推進プロジェクトの構成員として、また企業情報デ

　　　　　　　ータベース・ワーキンググル―プのメンバーとして

　　　　　　　参加。

　60・ 2・22　神奈川県科学技術文献相互利用協議会（第２［回］を

　　　　　　　開催。（当館以外で17機関、18人参加）

　60・ 3 ･31「途次刊行物目録　雑誌の部」の付録として「神奈

　　　　　　　川県試験研究機関　科学技術関係学術雑誌総合目録

　　　　　　（予備版）」を刊行。

　60・ 6 ・15　県商工指導センターの、経営情報センター運営協議

　　　　　　　会に委員として参加。

　60・ 6 ・18　県技術情報センターとの間で、新着雑誌の目次の交

　　　　　　　換を開始。（その後、衛生研究所・栄養短大・看護

　　　　　　　教育大へも、目次の提供を開始）

　60 ･ 6 ・26　「連絡車だより」を創刊。

　60・7・1　　県商工指導センターの、経営情報センターネットワ

　　　　　　　ーク連絡会議に、構成員として参加。

　60・8・7　　県公害センター、県こども医療センター、県農業総

　　　　　　　合研究所の３機関が、連絡車の運行先に加わる。（デ

　　　　　　　マント・コース）

　60・10・25　県立衛生研究所が、連絡車の運行先に加わる。（デ

　　　　　　　マント・コース）

　60・10・31　県蚕業センターより、資料整理への協力の依頼を受

　　　　　　　ける。 11月より実施。



図
ろ
う
と
す
る
も
の
が
、
続
出
し
そ
う
な
勢
い

だ
が
、
対
外
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
や
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
の
面
で
、
他
の
専
門
図
書
館
か
ら
学
ん

だ
り
、
協
力
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
資
料
室
に
も
、
も
し
な

に
か
の
お
役
に
立
つ
な
ら
、
お
手
伝
い
を
し
た

い
。

　
川
崎
図
書
館
は
、
も
と
も
と
神
奈
川
県
資
料

室
研
究
会
の
事
務
局
と
し
て
、
専
門
図
書
館
と

の
提
携
に
は
、
永
年
の
経
験
と
信
頼
を
集
め
て

き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
か

ら
は
連
絡
車
の
運
行
を
開
始
し
、
五
十
八
年
四

月
に
は
県
立
の
短
大
や
研
究
機
関
と
の
間
で
。

　
「
神
奈
川
県
科
学
技
術
文
献
相
互
利
用
実
施
要

領
」
を
定
め
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
協
議
会
を

開
い
た
り
、
前
に
も
ふ
れ
た
「
連
絡
車
だ
よ
り
」

を
刊
行
し
た
り
、
依
頼
が
あ
れ
ば
、
資
料
室
の

運
営
の
相
談
に
乗
っ
た
り
も
す
る
。
将
来
、
総

合
目
録
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
に
も
手
を
つ

け
て
い
る
（
表
―
３
）
。

四
―
個
性
あ
る
図
書
館
を
目
ざ
し
て

い
る
。
最
終
的
に
は
県
内
に
あ
る
公
共
・
専
門

・
大
学
・
学
校
な
ど
各
館
種
の
図
書
館
が
す
べ

て
手
を
結
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
協
力
し
あ
う
よ
う
に
な
る

こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
自
身
の
充
実
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
向
と
し
て
は
、

所
蔵
資
料
の
充
実
と
、
情
報
の
加
工
・
提
供
能

力
の
拡
充
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
川
崎
図
書
館
は
以
前
か
ら
、
蔵
書
中
に
占
め

る
科
学
技
術
部
門
の
比
率
が
非
常
に
高
か
っ
た

が
、
近
年
は
特
に
、
新
刊
図
書
購
入
経
費
の
大

き
な
部
分
を
、
こ
の
分
野
に
振
り
向
け
て
い
る
。

図―４　昭和59年度購入新刊図書・部門別内訳

も
し
地
域
図
書
館
だ
っ
た
ら
、
ま
っ
た
く
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
と
い
え
る
収
書
の
し
か
た
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
県
内
の
図
書
館
の
役

に
立
ち
、
頼
り
に
も
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
県
立

図
書
館
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
る
、
と

い
え
る
の
だ
と
思
う
（
図
―
４
）
。

　
さ
ら
に
官
庁
刊
行
物
な
ど
、
普
通
、
目
に
ふ

れ
に
く
い
資
料
に
つ
い
て
も
、
科
学
技
術
分
野

を
中
心
に
積
極
的
に
集
め
て
い
る
し
、
社
史
や

労
働
組
合
史
の
収
集
で
は
、
全
国
で
も
屈
指
の

も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
公
共
図
書
館
に
、
科
学
技
術
関
係
の
資
料
を

備
え
つ
け
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が表－４　川崎図書館の書誌・目録類刊行状況

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
環
境
や
健
康
の
問
題
な
ど
、
我
々
の
身
の
回

り
に
つ
い
て
、
科
学
技
術
上
の
知
識
が
、
生
活

上
、
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
核
や
遺
伝
子
操
作
な
ど
、
科
学
技
術
が
人
類

の
運
命
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
そ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
任
せ
き
り
に

せ
ず
、
一
般
市
民
が
、
学
習
し
、
発
言
し
、
監

視
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
科
学
技
術
情
報
は
、
人
の
経
済
活
動

に
結
び
つ
き
、
そ
の
結
果
は
、
富
や
地
位
や
権

力
に
つ
な
が
る
。
し
た
が
っ
て
、
科
学
技
術
情

報
の
偏
在
は
、
政
治
・
経
済
上
の
不
平
等
を
生

み
だ
し
、
不
平
等
が
極
端
に
な
る
と
、
民
主
主

義
社
会
を
危
機
に
お
と
し
い
れ
る
。
だ
か
ら
こ

１　蔵書目録　第１集～第15集（年刊）

２　逐次刊行物目録雑誌の部　2～3年毎

　　年鑑・年報の部　最新版は56年度に刊行

３　社史・労働組合史・実業家伝記目録第１～第２

　　集

４　参考図書目録第1 ～第２集

５　京浜工業地帯文献目録第1 ～第２集

６　産業史関係図書目録

７　自然科学・産業関係書誌目録

８　京浜工業地帯公害史資料集

９　主題別目録59年度より　既刊５点

10　新着図書速報（月刊）

11　16ミリ映画フィルム目録第8 版まで刊行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そめ他

(昭和61年２月末現在)
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専
門
図
書
館
と
の
連
携
を
進
め
る
か
ら
と
い

っ
て
、
県
内
の
市
町
立
図
書
館
に
も
け
っ
し
て

背
を
向
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
理
工
系
の
図
書
に
つ
い
て
は
、
市
町
立

図
書
館
か
ら
の
購
入
依
頼
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
受

け
入
れ
、
書
店
か
ら
届
く
と
た
だ
ち
に
貸
出
し

て
お
り
、
公
共
図
書
館
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
て



そ
公
共
図
書
館
は
、
科
学
技
術
情
報
を
、
だ
れ

に
で
も
近
づ
き
う
る
場
所
に
置
い
て
お
く
た
め

の
社
会
的
装
置
と
し
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
最
先
端
の
科
学
技
術

情
報
は
、
公
共
図
書
館
な
ど
で
は
、
な
か
な
か

入
手
は
む
ず
か
し
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

努
力
し
な
い
で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
行
か

な
い
。

も
う
一
つ
、
わ
が
国
の
科
学
技
術
が
諸
外
国

に
比
べ
て
、
基
礎
的
分
野
で
の
研
究
が
弱
い
と

い
わ
れ
て
い
る
現
在
、
公
共
図
書
館
が
基
礎
的

な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
社
会
的
な
意
味

が
あ
る
こ
と
に
思
え
る
が
、
ど
ん
な
も
の
だ
ろ

う
か
。

五
―
情
報
の
加
工
・
提
供
能
力
の

　
　
　
　
拡
充

　
川
崎
図
書
館
は
、
創
設
以
来
、
各
種
の
書
誌

や
目
録
類
の
作
成
に
努
力
し
て
き
た
。
こ
れ
も

県
立
図
書
館
と
し
て
の
任
務
の
一
つ
と
考
え
た

か
ら
で
あ
り
、
同
時
に
科
学
技
術
・
産
業
分
野

に
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
で
き
る
だ
け
生
か
そ
う

と
し
た
か
ら
で
も
あ
る
（
表
―
４
）
。

　
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
も
、
各
種
の
補

助
ト
ゥ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
作
成
作
業
は
、
こ
れ
ま
で
手
作
業
で
行

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
機
械
化

の
時
代
に
な
っ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
最
近
、
図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
進
ん

あ
る
こ
と
を
自
ら
否
定
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
国
会
図
書
館
や
日

本
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
大
図
書

館
で
は
な
く
て
も
、
他
に
見
ら
れ
な
い
個
性
を

持
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
県
民
か
ら
も
県
内
の

図
書
館
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
る
図
書
館
―
そ
れ

が
、
わ
れ
わ
れ
の
生
き
る
道
と
信
じ
て
い
る
。

六
―
終
わ
り
に
―
情
報
の
値
段

　
公
共
図
書
館
は
、
情
報
取
得
の
機
会
の
平
等

を
保
障
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

図
書
館
法
に
よ
っ
て
資
料
提
供
へ
の
対
価
を
取

る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
最
近
の
情
報
化
の
進
展
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
は
入
手
不
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
な
、

高
度
・
大
量
・
網
羅
的
・
高
品
質
の
情
報
が
販

売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
典
型
が
各
種

の
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
当
然
非
常
に
高
額
な
も
の
で
あ
る
。

　
公
共
図
書
館
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
新
し
い
問

題
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
情
報
へ

の
平
等
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
公
共
図
書

館
が
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
を
導
入
・
開
放
し
て
、

県
民
・
市
民
に
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
が
理
想

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
き
わ
め
て
多
額

の
予
算
が
必
要
で
あ
る
し
、
他
の
公
共
の
情
報

サ
ー
ビ
ス
機
関
（
そ
こ
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索

が
有
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
）
と
の
関
連
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
不
用
意
に
無
料

で
提
供
す
る
こ
と
が
、
本
当
に
社
会
的
平
等
に

つ
な
が
る
の
か
ど
う
か
も
、
よ
く
研
究
し
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。

　
一
方
、
電
子
通
信
技
術
の
進
歩
は
、
情
報
の

生
産
者
と
消
費
者
と
を
、
直
接
に
結
び
つ
け
る

可
能
性
を
示
し
始
め
た
。
そ
の
一
つ
が
、
最
近

話
題
に
な
っ
た
、
「
電
子
図
書
館
」
で
あ
る
。

　
こ
の
言
葉
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
二
つ
の
行
き

方
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は

図
書
館
が
電
子
的
な
媒
体
に
よ
り
、
情
報
の
収

集
・
保
存
・
提
供
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
技
術
の
点
で
は
革
命
的
で
あ
る
が
、
本
質

的
に
は
こ
れ
ま
で
の
図
書
館
の
延
長
上
に
あ
る

と
い
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
新
聞
・
雑
誌
・
出

版
・
通
信
な
ど
の
各
企
業
が
集
ま
っ
て
研
究
中

の
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
作
り
だ
し
、
ま

た
は
集
め
た
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
必

要
と
す
る
人
々
に
、
見
出
し
や
抄
録
だ
け
で
な

く
、
本
文
そ
の
も
の
を
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
問
題
に
し

て
い
る
の
は
後
者
の
方
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
実
現
す
る
と
、
従
来
の
図
書
館
に
与

え
る
ダ
メ
ー
ジ
は
、
我
々
の
予
想
す
る
以
上
に

大
き
い
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
っ

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
シ
ス
テ
ム
に
も
「
電
子

図
書
館
」
に
も
な
り
そ
う
に
な
い
分
野
の
資
料

だ
け
扱
っ
て
い
た
の
で
は
、
人
々
に
と
っ
て
い

ち
ば
ん
必
要
な
情
報
を
無
視
し
、
価
値
は
あ
る

け
れ
ど
も
カ
ビ
く
さ
い
資
料
の
倉
庫
に
堕
し
か

ね
な
い
。
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で
い
る
。
そ
の
中
身
も
、
単
な
る
貸
出
し
事
務

だ
け
か
ら
、
資
料
の
検
索
な
ど
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
シ
ス
テ
ム
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
現

れ
て
き
た
。
一
般
に
県
立
の
図
書
館
は
、
市
町

村
立
図
書
館
に
比
べ
て
立
ち
お
く
れ
が
目
立
つ

が
、
よ
う
や
く
各
地
で
、
機
械
化
の
動
き
が
出

て
き
て
い
る
。
神
奈
川
県
に
お
い
て
も
実
現
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
機
械
化

の
内
容
と
し
て
は
、
資
料
の
受
入
・
整
理
・
検

索
・
貸
出
し
は
も
ち
ろ
ん
、
冊
子
体
目
録
や
主

題
別
書
誌
の
編
集
、
補
助
ト
ゥ
ー
ル
の
作
成
ま

で
、
で
き
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
さ
ら
に
、

県
の
各
機
関
の
資
料
室
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て

も
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
県
内
の
各
種
図
書
館
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
利
用
で
き
る
こ
と
も
望
ま
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
は
、
資
料
に
限

ら
ず
、
必
要
な
情
報
を
収
集
・
提
供
で
き
る
能

力
も
、
備
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
大
き
な
力
に
な
る
と
思

う
。

　
い
ま
川
崎
図
書
館
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
試
み
て
い
る
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
親
近
感
を
高

め
、
将
来
の
本
格
的
な
機
械
化
へ
の
準
備
を
す

る
こ
と
も
あ
る
程
度
、
可
能
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。

　
し
か
し
、
機
械
化
も
ま
た
、
川
崎
図
書
館
が

　
「
県
立
の
図
書
館
で
あ
る
」
こ
と
と
、
「
科
学

技
術
に
重
点
を
置
く
、
個
性
あ
る
図
書
館
」
で



は
げ
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、

公
共
図
書
館
も
、
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は
、

た
え
ざ
る
研
究
と
自
己
変
革
を
迫
ら
れ
て
ゆ
く

だ
ろ
う
。

〈
注
１
〉

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
サ
ー
ビ
ス
の
あ
ら
ま
し

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
に
な
れ
る
方
は
、

　
原
則
と
し
て
、
神
奈
川
県
内
に
在
住
ま
た
は

　
在
勤
の
方
で
す
。

・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

　
は
、
川
崎
図
書
館
の
所
蔵
資
料
に
限
り
ま

　
す
。

・
著
作
権
法
の
規
定
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
の

　
で
、
お
送
り
す
る
コ
ピ
ー
は
、
お
Ｉ
人
に
つ

　
き
一
部
限
り
、
ま
た
ご
利
用
の
目
的
は
、
私

　
的
利
用
に
限
ら
れ
ま
す
。

・
利
用
ご
希
望
の
方
は
、
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

　
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
書
」
に
よ
り
、
利
用
登

　
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
ご
利
用
料
金
は
、
図
書
館
の
指
定
す
る
口
座

　
に
振
り
込
ん
で
い
た
だ
い
た
預
託
金
か
ら
、

　
利
用
の
つ
ど
引
き
落
し
、
翌
月
、
精
算
書
を

　
お
送
り
し
ま
す
。

」
　
　
　
〈
神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
産
業
資
料
部
長
〉
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